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「教育理念‧⽬的」「卒業認定‧学位授与の⽅針」「教育課程編成‧実施の⽅針」

⼼理学部の教育理念‧⽬的

建学の精神に基づいて、現代社会が抱える諸課題に対し、⼼理学の教育と研究を通じて得られる対⼈⽀援や良好な⼈間関係の構築に必要

なコミュニケーション･スキルを⾝につけ、主体的かつ実践的に対応できる⼈間を育成することを⽬的とする。

⼼理学部の卒業認定‧学位授与の⽅針［学⼠（⼼理学）］

⼼理学部の「教育理念･⽬的」を達成していくために、すべての学⽣に保証する基本的な資質･能⼒、学位授与に必要とされる単位数及び

卒業認定の⽅針を次に掲げる。

⼼理学部の学⽣に保証する基本的な資質‧能⼒

○教養教育科⽬により保証する資質･能⼒

●専攻科⽬により保証する資質･能⼒

①：建学の精神の具現化 ○建学の精神の意義について理解している。

②：（③の基礎となる）「知識･技能」の修得

○外国語を媒介としたコミュニケーション能⼒の基礎を⾝につけている。

○諸学の基本を理解し、幅広い教養を⾝につけている。

●⾏動に対する⼼理的影響を読み解くために必要な専⾨的知識を理解し、説

明することができる。

●他者との相互理解や良好な関係構築を可能とするコミュニケーション･スキ

ルを⾝につけている。

③：（④の基盤となる）「知識･技能を活⽤して、⾃ら課題

を発⾒し、その解決に向けて探究し、成果等を表現するた

めに必要な思考⼒･判断⼒･表現⼒等の能⼒（「思考⼒･判断

⼒･表現⼒」）」の発展･向上

○外国語を媒介としたコミュニケーション能⼒の基礎を活⽤して異⽂化を理

解することができる。

○幅広い教養を活⽤して多⾓的に思考･判断･表現することができる。

●社会のさまざまな環境や状況によって発⽣する⼈間関係の課題に対して、

⼼理学の知識を活⽤して具体的な解決を図るための基本的能⼒を⾝につけ

ている。

●社会活動を俯瞰的に捉えながら、⼼理学の知識に⽴脚して最適なコミュニ

ケーションの⼿法を選択することができる。

④：主体性をもって多様な⼈々と協働する態度（「主体性･

多様性･協働性」）の発展･向上

●他者との協働実践によって、⾃⼰を客観視し、多様な価値観を受け⼊れる

ことができる。

●⼼理学の基礎知識や、対⼈⽀援⼒等のコミュニケーション･スキルを活⽤し

て、他者と協働して⼈間社会の諸課題の解決に尽⼒することができる。

●よりよい社会づくりのために主体的に活躍すべく、適切な職業観･勤労観と

持続的な⽣涯就業⼒を⾝につけている。

学位授与に必要とされる単位数及び卒業認定の⽅法

学部に4年以上在学し、所定の科⽬を履修しその単位を修得した者に対し、学⻑は教授会の議を経て卒業を認定する。1

卒業認定を受けるためには、所定の124単位以上の単位を必要とする。2

卒業年次には、「卒業研究」を提出しなければならない。卒業研究提出後に卒業研究発表会を実施し、複数の教員によって厳格な

評価を⾏う。
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⼼理学部の教育課程編成‧実施の⽅針

⼼理学部では、卒業時に「教育理念･⽬的」や、「卒業認定･学位授与の⽅針」に明⽰した「学⽣に保証する基本的な資質･能⼒」を確実に

⾝につけられるように確かなカリキュラムを編成している。具体的には以下の⽅針に基づく。

⼼理学部の教育内容

○教養教育科⽬により保証する資質･能⼒

●専攻科⽬により保証する資質･能⼒

①：建学の精神の具現化

○建学の精神の意義について理解するために、1年次配当（第1･第2セメスタ

ー配当）の「仏教の思想」科⽬（「仏教の思想A」･「仏教の思想B」）を全

学必修科⽬として開講する。

②：（③の基礎となる）「知識･技能」の修得

○外国語を媒介としたコミュニケーション能⼒の基礎を⾝につけるために、1

年次配当（第1･第2セメスター配当）の⾔語科⽬（英語及び英語以外の複数

の外国語科⽬）を開講する。

○諸学の基本を理解し、幅広い教養を⾝につけるために、1年次配当（第1･第

2セメスター配当）の教養科⽬（⼈⽂科学系･社会科学系･⾃然科学系･スポ

ーツ科学系等）を開講する。

●他者との相互理解や良好な関係構築を可能とするコミュニケーション･スキ

ルを⾝につけ、⼈とのつながりを形成するために、「初年次科⽬（フレッシ

ャーズゼミ）」及び「導⼊科⽬（基礎演習）」を開講する。

●⾏動に対する⼼理的影響を読み解くために必要な専⾨的知識を理解し、説

明することができるようにするために、「導⼊科⽬（基礎演習）」、「基礎講

義A」及び「基礎講義B」を開講する。

③：（④の基盤となる）「知識･技能を活⽤して、⾃ら課題

を発⾒し、その解決に向けて探究し、成果等を表現するた

めに必要な思考⼒･判断⼒･表現⼒等の能⼒（「思考⼒･判断

⼒･表現⼒」）」の発展･向上

○外国語を媒介としたコミュニケーション能⼒の基礎を活⽤して異⽂化を理

解する能⼒を⾝につけるために、2年次配当（第3･第4セメスター配当）の

⾔語科⽬（英語及び英語以外の複数の外国語科⽬）を開講する。

○幅広い教養を活⽤して多⾓的に思考･判断･表現する能⼒を⾝につけるため

に、2年次配当（第3･第4セメスター配当）の教養科⽬（⼈⽂科学系･社会科

学系･⾃然科学系･スポーツ科学系等）を開講する。

●社会活動を俯瞰的に捉えながら、⼼理学の知識に⽴脚して最適なコミュニ

ケーションの⼿法を選択することができるようにするために、「導⼊科⽬

（基礎演習）」、「基礎講義B」及び「基礎講義C」を開講する。

●社会のさまざまな環境や状況によって発⽣する⼈間関係の課題に対して、

⼼理学の知識を活⽤して具体的な解決を図るための基本的能⼒を⾝につけ

るために、「プログラム科⽬」、「演習」及び「卒業研究」を開講する。

④：主体性をもって多様な⼈々と協働する態度（「主体性･

多様性･協働性」）の発展･向上

●他者との協働実践によって、⾃⼰を客観視し、多様な価値観を受け⼊れる

ことができるようにするために、4年間を通じて演習科⽬（「導⼊科⽬（基

礎演習）」及び「演習」）を開講する。

●⼼理学の基礎知識や、対⼈⽀援⼒等のコミュニケーション･スキルを活⽤し

て、他者と協働して⼈間社会の諸課題の解決に尽⼒することができるよう

にするために、「プログラム科⽬」及び「演習」を開講する。

●よりよい社会づくりのために主体的に活躍すべく、適切な職業観･勤労観と

持続的な⽣涯就業⼒を⾝につけるために、「基礎講義A」及び「基礎講義B」



にキャリア啓発にかかる科⽬を、「プログラム科⽬」にキャリア形成にかか

る科⽬をそれぞれ開講する。

教育⽅法

学⽣が⾃らの学修⽬的にあわせて各科⽬の性格やその科⽬の開講時期（配当セメスター）を考慮しながら系統的に履修できるよ

う科⽬（講義･演習･講読･実技･実験･実習等）を開設する。

全ての科⽬は、講義概要･到達⽬標･講義⽅法･授業評価の⽅法･授業計画等を掲載したシラバスに沿って実施する。〈学修成果の評

価〉

学修成果の評価

学修成果の有無やその内容を評価するために、科⽬の特性に応じて、おおよそ次の4種類の⽅法のうちのひとつまたは複数を合わ

せて評価を⾏う。

卒業研究の評価は、提出された成果物に対する評価と卒業研究発表会における評価によって⾏う。

筆答試験による評価1

レポート試験による評価2

実技試験による評価3

授業への取組状況や⼩テストなど、担当者が設定する⽅法による評価4



⼼理学部の教育⽬的および履修⽅法

卒業要件単位および学⼠号

卒業は、⼤学が定める教育課程の修了であり、「学⼠」の学位が授与されます。この認定証が卒業証書（学位記）です。卒業するために

は、教育課程（カリキュラム）にしたがって学修し、学部毎に定められた所定の要件を満たすことが必要です。その⼀環として、124単位

以上を修得しなければなりません。

卒業の要件

本学において、卒業認定を得ようとする者は、次の2つの要件を満たさなければなりません。

（1）所定在学年数

本学の教育課程（カリキュラム）を修了するには、4年以上在学しなければなりません。これは、単なる在籍期間ではなく、学修期間が4

年以上必要ということです。したがって、休学等による学修中断の期間は所定在学年数に加えません。また、卒業判定が⾏われる学期に在

学していなければなりません。

（2）所定単位の修得

本学の教育課程（カリキュラム）は、授業科⽬の区分ごとに必修科⽬、選択必修科⽬、選択科⽬、随意科⽬の別を指定しています（詳細

は「教育課程」を参照）。この指定と異なる履修をした場合には、いかに多くの単位を修得したとしても卒業の認定を受けることはできま

せん。

卒業研究

提出⽅法･提出時期等については別途、ポータルサイトでお知らせします。

卒業の時期

（1）卒業認定は、毎年学年の終わり（3⽉）に⾏います。

（2）9⽉卒業の取り扱い

教授会が必要と認めるときは、在学期間が4年以上の者について、第1学期（前期）終了時（9⽉）に卒業を認定することがありま

す。

（注）9⽉卒業を希望する者は、所定の期間に申し出て、所定の願書を受け取り、必ず指定された期間に⼿続きを完了してくださ

い。（本⼈の申し出がなければ、9⽉卒業の対象にはならないので注意してください。「9⽉卒業」を参照。）

卒業要件表

⼼理学部の卒業要件は、下表のとおりです。

⼼理学部（124単位以上）

教
養
教
育
科
⽬

仏教の思想A

4単位
仏教の思想B

⾔語科⽬ 12単位

教養科⽬

⼈⽂科学系科⽬ 2単位

社会科学系科⽬ 2単位

⾃然科学系科⽬ 2単位

選択科⽬ 14単位以上



⼼
理
学
部
専
攻
科
⽬

専⾨基礎科⽬

演習科⽬ 8単位

講義科⽬

基礎講義A 22単位

基礎講義B 24単位 ※

基礎講義C 4単位

専⾨発展科⽬

演習･卒業研究 12単位

プログラム科⽬

24単位 ※
共通選択科⽬  

学部フリーゾーン 10単位

オールフリーゾーン 8単位

※ 「専攻科⽬ 専⾨基礎科⽬：基礎講義B」、「専攻科⽬ 専⾨発展科⽬：プログラム科⽬」、「専攻科⽬ 共通選択科⽬」から24単位選択。

グレイドナンバー制

⼼理学部で開設される授業科⽬には、グレイドナンバーが付されています。これは、科⽬のレベルを簡明に表⽰したものです。学修計画

の設計にあたって、これを参考にしてください。

科⽬ナンバリング

科⽬ナンバリングとは、授業科⽬に適切な番号を付し分類することで、学修の段階や順序等を表し、教育課程の体系性を明⽰する仕組み

です。詳細は、別途記載の開設科⽬⼀覧を確認してください。

⼼理学部における学修

⼼理学部では、さまざまな科⽬が⼀定のカリキュラム（教育課程）に沿って展開されていますが、これらの科⽬は、⼤きく「教養教育科

⽬」と「専攻科⽬」の2つに分けることができます。

教養教育科⽬は、「仏教の思想」科⽬、「⾔語科⽬」、「教養科⽬」で構成されています。

⼀⽅、「専攻科⽬」とは、⼼理学部の教育理念･⽬的に基づき、科⽬を開講しています。

低年次における専⾨基礎科⽬

「専⾨基礎科⽬」では、卒業後のキャリアも視野に⼊れて、初年次から「3つの柱（科⽬群）」を設定し、⼼理学の知⾒に基づいた社会実

践をする上で必要となる基礎的な専⾨教育を⾏います。

⼼理学基礎科⽬

⼼理学の基礎となる考え⽅そのものを学ぶとともに、それらがどのよ

うに応⽤⼼理学と繋がるのかを理解することを⽬的として開講する科

⽬

データサイエンス科⽬ これからの社会的介⼊において求められる「根拠に基づく対応」がで

きるように、⼼理的特性そのものをデータとして統計的に処理･分析



し、⼼のありようを科学的に捉えることを⽬的として開講する科⽬

キャリア啓発科⽬

実社会における⼼理学の応⽤の実際を学び、専⾨資格取得の有無にか

かわりなく、卒業後のキャリアを意識した学修⽬標の設定を低年次の

段階から促すことを⽬的として開講する科⽬

⾼年次における専⾨発展科⽬

「専⾨発展科⽬」では、次の2つのプログラムに加えてプログラム横断科⽬を配置し、⼼理学の専⾨的な教育の充実を図ります。

プログラム 9つの分野

⽣涯発達カウンセリングプログラム

⽣涯発達の観点から発達段階に応じた「個⼈

の⼼」に寄り添い、⾃らが「気づく」⽀援の

あり⽅にアプローチするプログラム。

①乳幼児と保護者の⼼と⽀援

②⼦どもの⼼と⽀援

③思春期･⻘年期の⼼と⽀援

④成⼈･⾼齢者の⼼と⽀援

関係⽀援とコミュニケーションプログラム

家族関係、知⼈･交友関係、組織での⼈間関係

などを理解するために「多様なコミュニケー

ションの解釈」を学び、社会で共に⽣きる⼈

間の繋がりにアプローチするプログラム。

⑤チーム医療

⑥チーム学校

⑦ネットワーク⽀援

⑧産業･メンタルヘルス

プログラム横断科⽬

2つのプログラムを横断的に接続するプログラ

ム。⼼理学を科学的なものとして理解し、⼼

の動きや⾏動をデータとして処理･分析する⽅

法を学び、セルフチェックやメンタルトレー

ニング等に活⽤されている最新の対応技術を

学ぶプログラム。

⑨データ⼼理学

4年間の学修プログラム





⼼理学部専攻科⽬の教育⽬的および履修⽅法

⼼理学部では、⼼理学の専⾨的な学びの基礎（⼤学での学びの基礎となる初年次教育を含む）を⾝につけることを⽬的とする専⾨基礎科

⽬として、1年次･2年次（第1セメスターから第4セメスター）に演習科⽬及び講義科⽬を配置しています。3年次･4年次では、低年次での

専⾨基礎科⽬及び教養教育科⽬における学びを通じて社会実践の⽅向性をある程度意識した上で、2つのプログラム（+プログラム横断科

⽬）及び9つの分野を主体的に選択して履修することで、分野に応じたより専⾨的な学修を進め、卒業後のキャリアへと繋げていけるよ

う、教育課程を編成しています。

【1】学修課程上の区分

区分 科⽬区分の特徴及び科⽬

演習科⽬

「フレッシャーズゼミ」を第1セメスターに配置し、アカデミックスキルの修得と学修活動を中⼼とした⼤

学⽣活への順応、及び学修意欲の喚起などを⽬的としています。

「⼼理学基礎演習A、B、C」を第2セメスターから第4セメスターに配置し、第5セメスター以降に開講する

「⼼理学演習」等の専⾨発展科⽬における学修の基盤となる「⼼理学の学びの基礎」の修得を⽬指しま

す。

「⼼理学演習」を第5セメスターから第8セメスターに、「卒業研究」を第7セメスター･第8セメスターにそ

れぞれ配置し、学⽣⾃⾝が関⼼に応じて演習を選択し、各分野に関連した研究課題を設定した上で、その

課題の本質を理解した上で解決に取り組むことを⽬指します。

基礎講義A

3つの柱（⼼理学基礎、データサイエンス、キャリア啓発）に関する必修科⽬によって構成し、第1セメス

ターから第4セメスターに配置します。

⼼理学基礎科⽬としては、初学者向けの概説科⽬である「発達⼼理学」「臨床⼼理学概論」などを開設し、

その上で実践的な⼼理学に不可⽋な「⼼理学的⽀援法」「⼼理学研究法概論」「⼼理学統計法概論」を開講

します。

データサイエンス科⽬として、「⼼理学とデータサイエンス」などを開講します。

キャリア啓発科⽬として、「キャリアと⼼理」「キャリアデザイン論」を開講します。

⼼理学基礎科⽬のなかで開講する「⽣涯発達と関係⽀援」は、第3セメスター以降に順次専⾨性を⾼めて学

修していくことになる2つのプログラム及び9つの分野のそれぞれの特徴を学ぶ科⽬として位置づけます。

基礎講義B

3つの柱に関する選択科⽬によって構成し、第2セメスターから第4セメスターに配置します。

⼼理学基礎科⽬としては、2つのプログラム（+プログラム横断科⽬）の基礎となる科⽬を開講します（⽣

涯発達カウンセリングプログラム関連：7科⽬、関係⽀援とコミュニケーションプログラム関連：6科⽬、

プログラム横断科⽬関連：2科⽬）。

データサイエンス科⽬を2科⽬、キャリア啓発科⽬を3科⽬開講します。

基礎講義C

3つの柱のうちの⼼理学基礎科⽬のみで構成し、第3セメスター･第4セメスターに配置し、2つのプログラム

に関する基礎的な科⽬を開講します。

「⽣涯発達カウンセリングプログラム」に関連する科⽬としては、「⽣涯発達臨床⼼理学」と「ライフサイ

クルとカウンセリング」を、「関係⽀援とコミュニケーションプログラム」に関連する科⽬としては、「家族

療法とシステムズアプローチ」と「⽬からウロコのコミュニケーション学」をそれぞれ開講します。

全科⽬を選択必修とすることで、第5セメスター以降、学⽣が⾃らプログラムや分野を選択して専⾨的な学

びを深めていく上で重要となる点を総括的に学修する機会とします。

プログラム科⽬ 演習科⽬において研究課題の解決に取り組む上で必要となる、専⾨的な学びの深化を図るため、「プログラ

ム科⽬」を配置し、9つの分野ごとの科⽬群及びキャリア形成科⽬を開講します。



分野ごとの科⽬群は、各分野の専⾨性を深めるために講義系の科⽬を幅広く開講するとともに、実践的な

知識や⼿法の修得のために演習･実習系の科⽬も開講します。

キャリア形成科⽬として、「仕事と社会⼈Ⅱ」（第5セメスター）、「事例演習アドバンスⅠ」（第7セメスタ

ー）及び「事例演習アドバンスⅡ」（第8セメスター）を開講します。

「仕事と社会⼈Ⅱ」では、「仕事と社会⼈Ⅰ」（専⾨基礎科⽬）において学んだビジネスにおけるコミュニ

ケーションやロジカルシンキング等を発展的に学修します。

⼤学院進学（⼼理専⾨職）を想定した「事例演習アドバンスⅠ」及び「事例演習アドバンスⅡ」では、⼤

学院⽣への実習指導である「⼼理相談のスーパーバイズ」に陪席し、カウンセリングについて実践的に学

修します。

【2】履修⽅法

教養教育科⽬から36単位以上【「仏教の思想A‧B」科⽬4単位、⼈⽂科学系科⽬2単位、社会科学系科⽬2単位、⾃然科学系科⽬2単位、⾔

語科⽬12単位、選択科⽬14単位】、⼼理学部専攻科⽬から70単位以上【必修42単位、選択必修4単位、選択24単位】、フリーゾーン18単位

を修得し、合計124単位以上修得することとします。

※「⼈⽂科学系科⽬」「社会科学系科⽬」「⾃然科学系科⽬」に設置されている科⽬の中から各1科⽬以上（2単位以上）修得してくださ

い。各分野において2単位を超えて修得した単位は、教養教育科⽬の選択科⽬として認定されます。

※学部フリーゾーンでは、「⼼理学部専攻科⽬②」の卒業要件単位数を超えて修得した単位を認定します。

※オールフリーゾーンでは、「教養教育科⽬①の単位」また「学部フリーゾーンの単位」の卒業要件単位数を超えて修得した単位を認定し

ます。

【3】開設科⽬⼀覧

（1）⼼理学部専攻科⽬⼀覧<配当セメスター順>





※選択必修科⽬4科⽬のうち、2科⽬4単位を履修すること。

（注意）年度により、開講されない科⽬があります。開設科⽬⼀覧に掲載されていても、時間割表に掲載されていない場合は、その年度は

不開講です。

また、科⽬の開講期も変更となる場合もあります。時間割表をよく確認してください。

（2）学舎別 開講科⽬⼀覧

【グレイドナンバー】科⽬名 （単位数）



※年度により、開講されない科⽬、開講期が変更となる科⽬があります。時間割表をよく確認してください。

（3）プログラム科⽬⼀覧

プログラム名 分野 科⽬名

⽣
涯
発
達
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム

乳幼児と保護者の⼼と⽀援

感情･⼈格⼼理学

⼦育てとソーシャルサポート

⾳楽療法

乳幼児の理解と⽀援実習

コミュニティ･アプローチ

愛着障害と親⼦関係

保育の⼼理学

⼦どもの⼼と⽀援

ダンスセラピー

教育と⼼理⽀援

発達障害のアセスメント

⼼理的アセスメントII

障害児⽀援と療育

学童期の遊びと対⼈関係

発達障害と応⽤⾏動分析

思春期･⻘年期の⼼と⽀援 精神疾患とその治療

不登校･いじめとスクールカウンセリング

⻘年⼼理と友⼈関係



思春期とジェンダー⼼理学

⼤⼈の発達障害

思春期の⼦ども理解と⽀援実習Ⅰ

思春期の⼦ども理解と⽀援実習Ⅱ

フォーカシングと体験過程療法

ひきこもりと精神的健康

認知⾏動療法

⼈格⼼理学と精神⼒動論

成⼈･⾼齢者の⼼と⽀援

⼼理関係⾏政論

中年期の危機とうつ

エンカウンターグループと回想法

ビハーラカウンセリング

死⽣観教育と⼼理療法

認知症の⼼と家族⽀援

⾼齢者の理解と⽀援実習

関
係
⽀
援
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

チーム学校

学校システムにおける精神疾患と家族

不登校の解決と協働

保護者⽀援とチーム学校

コンサルテーション演習

特別⽀援とシステムズアプローチ

ブリーフセラピーとソリューション

産業･メンタルヘルス

産業･組織⼼理学

ポジティブ⼼理学

コーチング⼼理学

キャリアカウンセリング

スポーツ⼼理学

スポーツ･メンタルリハーサル

マインドフルネス･ヨーガ

チーム医療 医療におけるシステムズアプローチ

緩和ケアとこころの治癒⼒

家族療法とコミュニケーション･アプローチ

学習･⾔語⼼理学

コンサルテーション･リエゾン精神医学



構造派家族療法

ネットワーク⽀援

司法･犯罪⼼理学

発達障がいと家族

ひきこもりと家族⽀援

虐待と家族⽀援

社会･集団･家族⼼理学

⾮⾏と家族⽀援

オープン･ダイアローグ演習

プ
ロ
グ
ラ
ム
横
断
科
⽬

データ⼼理学

知覚･認知⼼理学

量的⼼理学研究

質的⼼理学研究

⽣理学データと現場⼼理学（基礎）

臨床催眠学

⽣理学データと現場⼼理学（応⽤）

【4】キャリア教育

⼼理学部は、卒業後のキャリアも視野に⼊れ、初年次に「キャリア啓発科⽬」、⾼年次に「キャリア形成科⽬」を配置し、卒業まで⼀貫し

たキャリア教育を展開します。現場で活躍する社会⼈などを招いた講義等を展開し、実社会での⼼理学の応⽤を理解する機会を積極的に

提供します。

（1）キャリア啓発科⽬

科⽬名 講義等の内容

キャリアと⼼理
⼤学での学びを⼤学卒業後の進路選択や職業選択、⻑期的な⼈⽣設計に役⽴てられるように、講

義やディスカッションを通して考える機会とします。

キャリアデザイン論
将来社会に参加することについて⾒通しをもつことと⾃分⾃⾝のキャリアデザイン⼒の涵養を⽬

指します。

⼼理学の職業的展開
社会の中で⼼理学がどのように活⽤されているのか、また⼼理学にどのような期待が寄せられて

いるのかを学びます。

仕事と社会⼈Ⅰ

「働く」ということはどういうことなのか、企業等と連携してビジネスにおけるコミュニケーシ

ョンやビジネスマナー、ロジカルシンキング等について実践的に学びます。特に、企業と顧客に

おけるコミュニケーションに焦点をあてます。

⼼理学プロジェクト社会連携演習
地域社会等の諸課題について、⼼理学的アプローチを活かした協働的能動学習を通じて解決⽅策

を実践的に探究します。

（2）キャリア形成科⽬

科⽬名 講義等の内容



仕事と社会⼈Ⅱ

「働く」ということはどういうことなのか、企業等と連携してビジネスにおけるコミュニケーシ

ョンやビジネスマナー、ロジカルシンキング等について実践的に学びます。特に、職場内で求め

られるスキルに焦点をあてます。

（公務員や企業等への就職を想定した科⽬）

事例演習アドバンス I･Ⅱ

⼤学院⽣の担当しているケースのスーパーヴィジョン（指導）への陪席を通し、カウンセリング

について理解する機会をもちます。

（⼤学院進学（⼼理専⾨職）を想定した科⽬）

【5】卒業研究

3年次と4年次にて履修する「⼼理学演習」とセットで4年次に「卒業研究」を必修科⽬として履修します。この科⽬は、⼼理学にかかわる

領域において、研究テーマを深め、研究⽅法の⼿続きや調査結果の整理の仕⽅、考察の書き⽅等を明らかにし、4年間の集⼤成である卒業

研究の作成を⽬標とします。最終的に「卒業研究」を提出し、卒業研究発表会を実施します。

（1）「⼼理学演習」

<第5、第6セメスター>

1年次、2年次の「⼼理学基礎演習」で学修した内容を踏まえ、4年次で履修する「⼼理学演習」につながる実践的な学修を⾏います。

<第7、第8セメスター>

3年次「⼼理学演習」での学修をさらに深めるとともに、その集⼤成として卒業研究を制作するために必要な⼼理学領域への専⾨性を⾼め

ます。

（2）「卒業研究」について

学⼠課程における集⼤成として、論⽂等の成果物の評価と発表（試問含）によって、単位を認定します。

<スケジュール>

12⽉中旬：卒業研究に係る「概要」もしくは「抄録」を提出

1⽉中旬：卒業研究発表会

※提出内容･提出⽅法等の詳細については、「⼼理学演習」授業内及びポータルサイトにて周知します。

【6】国家資格「公認⼼理師」

「公認⼼理師」資格は2017年9⽉に施⾏された、⼼理学の国家資格です。

（1）「公認⼼理師」を取得するには

国家資格である「公認⼼理師」を所得するには、国（省令）が定めた科⽬を⼤学ならびに⼤学院で履修した（単位を取得した）上で、公

認⼼理師資格試験を受験、合格しなければいけません（図1参照）。

ただし、⼤学卒業後、国が認めた施設（病院等）にて、実務（公認⼼理師のためのプログラム）を⾏うことで、公認⼼理師資格試験を受

けることもできます（図2参照）。



（2）⿓⾕⼤学における公認⼼理師受験資格取得のための科⽬

省令に定める科⽬ ⼼理学部開講科⽬名 配当年次（セメスター） 単位

公認⼼理師の職責 公認⼼理師の職責 2年次（4セメ） 2

⼼理学概論 ⼼理学概論 1年次（1セメ） 2

臨床⼼理学概論 臨床⼼理学概論 1年次（1セメ） 2

⼼理学研究法 ⼼理学研究法概論 2年次（3セメ） 2

⼼理学統計法 ⼼理学統計法概論 2年次（3セメ） 2

⼼理学実験 ⼼理学実験 2年次（4セメ） 1

知覚‧認知⼼理学 知覚‧認知⼼理学 3年次（5セメ） 2

学習‧⾔語⼼理学 学習‧⾔語⼼理学 3年次（6セメ） 2

感情‧⼈格⼼理学 感情‧⼈格⼼理学 3年次（5セメ） 2

神経‧⽣理⼼理学 神経‧⽣理⼼理学 2年次（4セメ） 2

社会‧集団‧家族⼼理学 社会‧集団‧家族⼼理学 3年次（6セメ） 2

発達⼼理学 発達⼼理学 1年次（1セメ） 2

障害者‧障害児⼼理学 障害者‧障害児⼼理学 2年次（3セメ） 2

⼼理的アセスメント ⼼理的アセスメントⅠ 2年次（4セメ） 2

⼼理学的⽀援法 ⼼理学的⽀援法 1年次（2セメ） 2

健康‧医療⼼理学 健康‧医療⼼理学 1年次（2セメ） 2

福祉⼼理学 福祉⼼理学 2年次（4セメ） 2

教育‧学校⼼理学 教育‧学校⼼理学 2年次（3セメ） 2

司法‧犯罪⼼理学 司法‧犯罪⼼理学 3年次（5セメ） 2

産業‧組織⼼理学 産業‧組織⼼理学 3年次（5セメ） 2

⼈体の構造と機能及び疾病 ⼈体の構造と機能及び疾病 1年次（2セメ） 2

精神疾患とその治療 精神疾患とその治療 3年次（5セメ） 2



関係⾏政論 ⼼理関係⾏政論 3年次（5セメ） 2

⼼理演習 ⼼理演習 3年次（5セメ） 2

⼼理実習（80時間以上）
⼼理実習A 3年次（6セメ） 2

⼼理実習B 4年次（7‧8セメ） 2

※年度により、開講セメスターが変更となる科⽬があります。履修登録時に確認してください。

（3）「⼼理実習A‧B」について

3年次に「⼼理実習A」、4年次に「⼼理実習B」が開講されます。

これは、80時間を超える学外での実習です。このカリキュラムは受講⼈数の制限がかかるため、本カリキュラムを受講するためには、2年

次に開講予定の「公認⼼理師の職責」ならびに3年次開講予定の「⼼理演習」の単位を取得することが必須条件となります。また、「⼼理

関係⾏政論」の単位を取得済みであることも望ましいです。その他、履修登録に際し、選考が⾏われることもありますので注意してくだ

さい。

※「⼼理実習A」と「⼼理実習B」は、両⽅修得することが必須です。

※「⼼理実習A･B」ではガイダンスを⾏います。ガイダンスの受講は必須です。ガイダンス開催⽇時はポータルサイト等で周知する予定で

す。各⾃で意識して、⼤学からの情報を収集してください。

【7】科⽬ナンバリング

⼼理学部開講科⽬のナンバリングコードは次のとおりです。

<⼼理学部におけるナンバリングコード体系>

<ナンバリング科⽬分離‧略語表>

系

（Category）

分野

（Area）

分科

（Discipline）
略号

細⽬名

（Research Field）

─ ─ ─ SEM
演習

Seminar

⼈⽂社会系

Humanities and Social Sc

iences

社会科学

Social sciences

⼼理学

Psychology

SOP
社会⼼理学

Social psychology

EDP
教育⼼理学

Educational psychology

CLI
臨床⼼理学

Clinical psychology

EXP
実験⼼理学

Experimental psychology

※参考：科学研究費助成事業「系･分野･分科･細⽬表キーワード⼀覧」（⽇本学術振興会）

※「演習」については、⿓⾕⼤学⼼理学部教務課として科⽬分類（略号）を設定する。



科⽬名 年次 単位 科⽬ナンバリング

フレッシャーズゼミ 1 2 V-1-SEM-1-1

⼼理学基礎演習A 1 2 V-1-SEM-1-1

⼼理学基礎演習B 2 2 V-1-SEM-2-1

⼼理学基礎演習C 2 2 V-1-SEM-2-1

⼼理学演習 3 2 V-1-SEM-3-1

⼼理学演習 4 2 V-1-SEM-4-1

卒業研究 4 4 V-1-SEM-4-1

⼼理学概論 1 2 V-1-SOP-1-1

発達⼼理学 1 2 V-1-EDP-1-1

臨床⼼理学概論 1 2 V-1-CLI-1-1

⼼理学的⽀援法 1 2 V-1-CLI-1-1

⼼理学研究法概論 2 2 V-1-EXP-2-1

⼼理学統計法概論 2 2 V-1-EXP-2-1

⼼理的アセスメントⅠ 2 2 V-1-CLI-1-1

⽣涯発達と関係⽀援 1 2 V-1-EDP-1-1

⼼理学とデータサイエンス 2 2 V-1-EXP-2-1

キャリアと⼼理 1 2 V-1-SOP-1-1

キャリアデザイン論 1 2 V-1-SOP-1-1

⼈体の構造と機能及び疾病 1 2 V-1-CLI-1-3

⼼理学実験 2 1 V-1-EXP-2-3

神経･⽣理⼼理学 2 2 V-1-EXP-2-3

障害者･障害児⼼理学 2 2 V-1-EXP-2-3

福祉⼼理学 2 2 V-1-CLI-2-3

健康･医療⼼理学 1 2 V-1-CLI-1-3

教育･学校⼼理学 2 2 V-1-EDP-2-3

脳と⼼ 2 2 V-1-EXP-2-3

乳幼児の発達 2 2 V-1-EDP-2-3

児童思春期精神医学 2 2 V-1-EDP-2-3

⼦どもの⼼理療法 2 2 V-1-CLI-2-3

⾼齢者の⼼理と福祉 2 2 V-1-CLI-2-3

仏教と⼼理学 2 2 V-1-SOP-2-3

コミュニティとシステム⽀援 2 2 V-1-SOP-2-3



ストレスマネジメント 2 2 V-1-EDP-2-3

チーム医療 2 2 V-1-SOP-2-3

チーム学校とシステム論 2 2 V-1-SOP-2-3

⼼理学の職業的展開 2 2 V-1-SOP-2-3

仕事と社会⼈Ⅰ 2 2 V-1-SOP-2-3

⼼理学プロジェクト社会連携演習 2 2 V-1-SOP-2-3

⽣涯発達臨床⼼理学 2 2 V-1-CLI-2-2

ライフサイクルとカウンセリング 2 2 V-1-CLI-2-2

家族療法とシステムズアプローチ 2 2 V-1-CLI-2-2

⽬からウロコのコミュニケーショ

ン学
2 2 V-1-SOP-2-2

知覚･認知⼼理学 3 2 V-1-EXP-3-3

精神疾患とその治療 3 2 V-1-CLI-3-3

感情･⼈格⼼理学 3 2 V-1-EXP-3-3

⼼理関係⾏政論 3 2 V-1-SOP-3-3

司法･犯罪⼼理学 3 2 V-1-CLI-3-3

産業･組織⼼理学 3 2 V-1-SOP-3-3

学習･⾔語⼼理学 3 2 V-1-EXP-3-3

社会･集団･家族⼼理学 3 2 V-1-SOP-3-3

量的⼼理学研究 3 2 V-1-EXP-3-3

質的⼼理学研究 3 2 V-1-EXP-3-3

⽣理学データと現場⼼理学（基

礎）
3 2 V-1-EXP-3-3

臨床催眠学 3 2 V-1-CLI-3-3

⽣理学データと現場⼼理学（応

⽤）
3 2 V-1-EXP-3-3

⼦育てとソーシャルサポート 3 2 V-1-SOP-3-3

⾳楽療法 3 2 V-1-CLI-3-3

ダンスセラピー 3 2 V-1-CLI-3-3

乳幼児の理解と⽀援実習 3 2 V-1-EDP-3-3

教育と⼼理⽀援 3 2 V-1-EDP-3-3

発達障害のアセスメント 3 2 V-1-EDP-3-3

⼼理的アセスメントⅡ 3 2 V-1-CLI-3-3

不登校･いじめとスクールカウン

セリング
3 2 V-1-EDP-3-3



⻘年⼼理と友⼈関係 3 2 V-1-EDP-3-3

思春期とジェンダー⼼理学 3 2 V-1-EDP-3-3

⼤⼈の発達障害 3 2 V-1-EDP-3-3

思春期の⼦ども理解と⽀援実習Ⅰ 3 2 V-1-EDP-3-3

中年期の危機とうつ 3 2 V-1-CLI-3-3

コミュニティ･アプローチ 3 2 V-1-SOP-3-3

愛着障害と親⼦関係 3 2 V-1-EDP-3-3

保育の⼼理学 3 2 V-1-EDP-3-3

障害児⽀援と療育 3 2 V-1-EDP-3-3

学童期の遊びと対⼈関係 3 2 V-1-EDP-3-3

発達障害と応⽤⾏動分析 3 2 V-1-EDP-3-3

思春期の⼦ども理解と⽀援実習Ⅱ 3 2 V-1-EDP-3-3

フォーカシングと体験過程療法 3 2 V-1-CLI-3-3

ひきこもりと精神的健康 3 2 V-1-SOP-3-3

認知⾏動療法 3 2 V-1-EXP-3-3

エンカウンターグループと回想法 3 2 V-1-CLI-3-3

ビハーラカウンセリング 3 2 V-1-CLI-3-3

死⽣観教育と⼼理療法 3 2 V-1-EDP-3-3

認知症の⼼と家族⽀援 3 2 V-1-CLI-3-3

⾼齢者の理解と⽀援実習 3 2 V-1-CLI-3-3

⼈格⼼理学と精神⼒動論 3 2 V-1-EDP-3-3

医療におけるシステムズアプロー

チ
3 2 V-1-SOP-3-3

緩和ケアとこころの治癒⼒ 3 2 V-1-CLI-3-3

家族療法とコミュニケーション･

アプローチ
3 2 V-1-CLI-3-3

学校システムにおける精神疾患と

家族
3 2 V-1-EDP-3-3

不登校の解決と協働 3 2 V-1-EDP-3-3

発達障がいと家族 3 2 V-1-EDP-3-3

ひきこもりと家族⽀援 3 2 V-1-SOP-3-3

虐待と家族⽀援 3 2 V-1-SOP-3-3

ポジティブ⼼理学 3 2 V-1-CLI-3-3

コーチング⼼理学 3 2 V-1-SOP-3-3



コンサルテーション･リエゾン精

神医学
3 2 V-1-CLI-3-3

構造派家族療法 3 2 V-1-CLI-3-3

保護者⽀援とチーム学校 3 2 V-1-EDP-3-3

コンサルテーション演習 3 2 V-1-CLI-3-3

特別⽀援とシステムズアプローチ 3 2 V-1-EDP-3-3

ブリーフセラピーとソリューショ

ン
3 2 V-1-CLI-3-3

⾮⾏と家族⽀援 3 2 V-1-CLI-3-3

オープン･ダイアローグ演習 3 2 V-1-SOP-3-3

キャリアカウンセリング 3 2 V-1-SOP-3-3

スポーツ⼼理学 3 2 V-1-SOP-3-3

スポーツ･メンタルリハーサル 3 2 V-1-EXP-3-3

マインドフルネス･ヨーガ 3 2 V-1-EXP-3-3

事例演習アドバンスⅠ 4 2 V-1-CLI-4-3

事例演習アドバンスⅡ 4 2 V-1-CLI-4-3

仕事と社会⼈Ⅱ 3 2 V-1-SOP-3-3



ルーブリック

ルーブリック

（1）「ルーブリック」とは

ルーブリックとは評価⽔準である「尺度」と、尺度を満たした場合の「特徴の記述」により構成されたものです。ルーブリックを活⽤す

ることにより、学修の⽬標が明確にされます。また、先⽣と学⽣の皆さんの双⽅が現時点の達成⽔準を客観的に把握することができます

（中央教育審議会答申『新たな未来を築くための⼤学教育の質的転換に向けて~⽣涯学び続け、主体的に考える⼒を育成する⼤学へ~』

2012年8⽉28⽇参照）。

アカデミック･リテラシー･ルーブリックは⼼理学部の皆さんが卒業の時までに備えてほしい基礎的な能⼒です。また、卒業研究ルーブリ

ックは⼼理学部の4年間の学修の集⼤成である卒業研究の⾃分の達成⽔準を知るために使うものです。いずれも右の列に⾏くほど達成⽔準

が⾼くなっていきます。これらのルーブリックを活⽤することで、学⽣の皆さんが卒業時までに習得していかなければならない能⼒を事前

に知るとともに、今⾃分がどの位置にいるのかを知ることができます。

なお、ここで⽰したルーブリックはあくまでも⼀例です。これによる評価が皆さんの単位認定に関わる評価にそのまま結びつくとは限り

ません。

（2）⼼理学部アカデミック‧リテラシー‧ルーブリック

※1 このアカデミック‧スキル‧ルーブリックは学⽣の皆さんが、⿓⾕⼤学の⼼理学部⽣として求められるスキルを、どの程度達成できて

いるかを確認するためのものです。

※2 おりにふれて、このルーブリックで⾃分の学修状況を振り返り、⾃⾝の学修に⾜りないものを確認し、各⾃の学修を深めるツールとし

て利⽤してください。





（3）卒業研究ルーブリック

※卒業研究にかかわる学修進度の⽬安です。あくまでも⼀例とし、詳細は、教員の指導に従ってください。




